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鶴ヶ島市附属機関会議録 

【開催概要】 

会議名 令和７年度第１回南小・中学校 学校運営協議会 

日時 
令和７年５月９日（金曜日） 

１４時４０分～１６時００分 

場所 南小学校 ２階 わくわくルーム 

出席委員 

宇津木会長、内野泰委員、大塚委員、佐藤嘉委員、佐鳥委員、井上委

員、栗原委員、三浦委員、藤尾委員、田中委員、廣田委員、内野昌委

員、高橋委員、松本委員 

田嶋委員（南中校長）、吉澤委員（南小校長） 

欠席委員 佐藤孝委員、金泉委員、久保田委員、黑川委員 

事務局 
南小学校 目黒教頭、小熊事務主任 

南中学校 稲葉教頭 

議題 

（１）南小・中学校 学校運営協議会会長・副会長の選出について 

（２）学校運営協議会概要・議事録確認 

（３）令和７年度南小・中学校 学校教育目標及び学校経営方針に

ついて 

（４）その他 

配布資料 

・令和７年度第１回鶴ヶ島市立南小中学校学校運営協議会式次第 

・南小学校 令和７年度グランドデザイン、学校経営方針、 

学校だより及び活動の様子 

・南中学校 令和７年度グランドデザイン、学校経営方針、 

学校だより及び活動の様子 

・令和６年度第５回学校運営協議会議事録 

・令和７年度第１回地域学校保健委員会の出席について（依頼） 

・令和７年度第２回学校運営協議会の開催について（通知） 

・鶴ヶ島市教育委員会「鶴ヶ島市コミュニティ・スクールについて」 

公開・非公開 公開 

傍聴人数 ０人 

会議要旨 

（１）南小・中学校学校運営協議会会長・副会長の選出について 

・指名推薦により決定した。 

（２）学校運営協議会概要・議事録確認 

・前回の議事録と要点について確認した。 

（３）令和７年度南小・中学校学校教育目標及び学校経営方針 

   について 

・変更点を中心に、校長が学校経営方針について報告した。 

（４）その他 

・各校教頭・地域団体が、最近の活動や予定について報告した。 
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【議事概要】 

 

＜南小校長＞ あいさつ 

・ゴールデンウィーク明けも子ども達が元気に登校していて、安心している。 

・この学区は学校を支えてくださる地域の団体が多く、ありがたい。 

違う立場から学校の中を見て、ご意見を頂ければと思う。 

 

〇委嘱状の交付 

・委嘱状の交付 

・教育長のことばの代読 

・委員、事務局の自己紹介 

 

 

 

 

 

＜南小校長＞  

会長選出の方法は立候補と指名推薦がございますが、指名推薦でよろしいでしょうか。 

 

 ＜委員達＞ 異議なし。 

 

 ＜南小校長＞ 異議なしと認めます。どなたか推薦をお願いします。  

 

＜委員＞ 前年度に続いて、宇津木委員にお願いしたい。  

 

＜南小校長＞  

宇津木委員を会長として選出することに異議はございませんでしょうか。  

 

＜委員達＞ 異議なし。  

 

＜南小校長＞  

異議なしと認めます。宇津木委員を令和７年度会長に決定いたしました。  

会長が決定したので、仮議長の職を辞させていただきます。 

ご協力ありがとうございました。それでは宇津木委員、よろしくお願いします。 

 

＜会長＞ 

副会長の選出を行います。私から、前回に続いて高橋委員を指名推薦します。 

いかがでしょうか。 

 

 ＜委員達＞異議なし。 

 

 

議題（１） 

南小・中学校学校運営協議会会長・副会長の選出について 
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 ＜会長＞  

ありがとうございます。 高橋委員、よろしくお願いします。 

 

＜会長＞ 

・委員 20名のうち 16名出席のため、この会は成立とさせていただきます。 

・春の叙勲で、金泉委員が旭日双光章を受章されました。 

 市議会議員を 6 期務めたほか、この地域の教育行政・PTA 活動などにも長い期間、

数多くの功績があります。改めて、お祝い申し上げます。 

 

〇動画の視聴（市教委による学校運営協議会の説明動画） 

 

＜会長＞ 

動画で説明があった役割や活動のほかに、南小・中では小中一貫に向けて毎年１つ 

ずつテーマを決め、ディスカッションなどを行っている。 

１年目 一貫校がどういう風になったらよいか 

２年目 問題点や課題、不安要素の洗い出し 

３年目 城山小・中（坂戸市）を訪問 

４年目 第六小・中（三鷹市）を訪問 

今年どのような形にするかはまだ決まっていないが、２０３２年の統合を意識しなが

ら進めていきたい。 

 

 

 

 

 

＜会長＞ 

前回は、令和７年度の学校経営方針について検討した。 

それをふまえて、今回は経営方針の説明、承認を行う。 

 

 

 

 

 

＜南小校長＞ 

〇目指す学校像 

「『優しい言葉と』笑顔あふれる元気な学校」にしたい。 

社会情勢を鑑みても、言葉の扱いが乱暴で、ないがしろにされていることに危機感を

覚える。今の子ども達には優しい言葉を意識してほしい。 

〇目指す児童像 

・教員がより具体的にイメージできるようにしたい。 

・「危険を回避したり、苦しさを受け流したりして心身を守ることができる児童」を

追加したい。昨今の子どもは打たれ弱いところがある。子ども達が成長した時の社会

議題（３） 

令和７年度南小・中学校 学校教育目標及び学校経営方針について 

 

議題（２） 

学校運営協議会概要・議事録確認 
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はもっと大変になることが予想されるので、このような力を身につけさせたい。 

 

＜委員＞ 

すごくいいと思う。 

・子どもに限らず大人もメールを使うことが多い風潮だが、大事なことは言葉で伝え

るコミュニケーションをとっていけるとよい。 

・社会人になった若者を見ても、打たれ弱さを感じる部分が多い。 

子どもの頃から打たれ強くなる訓練をしてもらえないと、つらさを伝えることもで

きなくなると心配している。 

 

＜南中校長＞ 

・基本的には３月の方針と変更なし。今年度も地域とともにある学校を目指し、全教

職員で全生徒を育てる気概で教育活動を進めていきたい。 

・学校だよりでも学校教育目標、目指す生徒像として校長の思いを書かせていただい

た。 

・自ら考え判断し、正しい行動のできる生徒 

・学校は、成長につながる出会いの場 教育は人なり 

・地域とともにある学校 

・はばたき教室やさわやか相談室、オンライン授業、カウンセラーやソーシャルワー

カーとの連携で、教室に入れない生徒のサポートも引き続き行っていく。 

 

＜会長＞ 

子ども達が自分で考え、教育目標を実現できるような機会を多く与えてほしい。 

 

＜会長＞ 

他にご意見やご質問がないようなので、令和７年度の学校経営方針はこれですすめ 

たいと思います。ご承認いただけますでしょうか。 

 

＜委員達＞拍手 

 

 

 

 

 

＜会長＞ 

自ら進んで考える生徒を育てるために、地域でどのような活動ができるか。 

この地域の活動を３つの視点からまとめた。 

① 子どもが子どもの時にしかできないことを経験してもらう 

 地域のお祭り、野菜の収穫など、この地域ではたくさん行事を行っている。 

② 小さな成功を経験し、前向きに取り組む姿勢を身につけてもらう 

中学生のボランティア活動など、子どもが運営側として参加する。 

③ 子どもに学びやすい環境を提供する 

議題（４） 

その他 
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登下校の見守りや除草作業、放課後子ども教室など 

 

＜南小校長＞ 

朝会の司会や開会の言葉などの経験は、短い時間でも教科書を超える学びがあり、学

校だからこそできる教育である。地域での餅つきも、社会科の資料集を 10 回読むよ

り何物にも代えがたい学習になる。「地域でできることをやってみませんか」という

会長からのお話は学校としてとても嬉しい。ぜひご協力をお願いしたい。 

 

＜南小教頭＞ 

〇準備登校 

〇始業式・入学式 新入生 61名、全校児童 361名 

〇学校探検 

〇1年生を迎える会 

 

＜南中教頭＞ 

〇入学式 新入生 58名、全校生徒 180名 

〇体育朝会、生徒朝会、講話朝会 

〇学年懇談会、部活動保護者会 

〇交通安全教室 

〇体育祭に向けての練習 

 

＜会長＞部活動はいくつあるのか。 

 

＜南中教頭＞ 

運動部…男・女バスケットボール、卓球、男・女ソフトテニス、サッカー 

文化部…吹奏楽部、総合文化部（今年で廃止） 

他の学校でもそうだが、競技人数に足りない部も出てきている。 

 

＜会長＞サッカー部は何名いるか。 

 

＜南中校長＞ 

1年生は 2名入部したが、どちらも主にクラブチームで活動しているため大会には 

出られず、実質 0名。 

鶴ヶ島中と合同チームを組んで大会に出場しているが、今後の動向を考えていかない

といけない。 

 

＜会長＞ 

鶴ヶ島中は 2年後に西中と統合すると、1学年が 5クラスに増える予定だ。 

 

 

＜南中校長＞ 

鶴ヶ島中と組む前は、桜中（坂戸市）と組んでいた。入間北部地区内であれば合同 



6 

 

チームを組むことができるが、遠いと合同練習もなかなか厳しくなってくる。 

 

＜南中教頭＞ 

1 学年 5～6 クラスある大きな学校でも、サッカー部の人数がそろわないことが課題

になってきている。 

 

＜委員＞川越西中と組むのはどうか。 

 

＜南中校長＞ 

川越市は入間北部地域ではないので、組むことができない。 

 

＜会長＞ 

そのあたりも融通をきかせてほしいと思う。 

ほかに、バスケットボール部の人数は大丈夫なのか。 

 

＜南中教頭＞まだ大丈夫だ。 

 

＜健全育成会長＞ 

〇トウモロコシの種まき 親子 50人、役員 20人ほどが参加 

 

＜サザン地域支え合い協議会会長＞ 

〇放課後子ども教室 野菜の苗植え、毎週土曜の作業 

 野菜が実ったら、手伝いに来た人はいつでも収穫していい予定 

〇南小・中の特別支援学級合同のサツマイモの苗植え 

 

〇自治体から… 特になし 

 

＜大橋市民センター職員＞ 

中学生は落ち着いてきたが、小学生の元気がよくなってきた。 

一番困るのは、机上にゲームや携帯を置きっぱなしにして外に遊びに行ってしまう 

こと。盗難があると困るので、引き続き注意をしていく。 

お菓子のごみの放置なども、口酸っぱく注意している。 

 

〇学校応援団、PTAから… 特になし 

 

＜会長＞ 

サザン地域支え合い協議会のホームページで、健全育成会の畑の苗の成長記録を掲載

している。週に１回程度更新しているので、ぜひ見ていただきたい。 

運営協議会委員でもある栄養大学の先生に、トウモロコシの美味しい食べ方や栄養に

ついてコラムをお願いしたいと思っている。 
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＜会長＞ 

最後に、学校への意見・要望などありますでしょうか。 

 

＜副会長＞ 

ロボティクスセンターや IHIの工場など、学校周辺で近年稼働予定の施設を見学など

で活用してほしい。早めに動いた方がよいのでは。 

温泉施設などもできる予定で、その地域は随分様変わりすると思う。 

 

＜会長＞IHIに見学に行ったことはあるか。 

 

＜南小教頭＞何年か前に行ったと聞いている。 

 

＜会長＞ 

6年間の中で、1回くらいは経験してほしいと思う。 

ドローンセンターができると、子ども達にもよいと思う。 

 

＜会長＞ほかに何かありますでしょうか。 

 

＜委員＞ 

鶴ヶ島中と西中の統合に先立って、鶴ヶ島中の大規模修繕が決まった。 

20億円ほどかかる工事になる予定。市のホームページで図面を見ることができる。 

南小・中でも工事することを想定しながら、皆で話し合いを続けていけたらよい。 

 

＜会長＞ 

南小・中の場合は、小学校の施設に中学校が入る。 

課題は行政が考えることではあるが、今後我々も貢献していきたい。 

 

＜会長＞今後の運営協議会の予定 

第 2回  9月 2日 学力調査の結果について 

第 3回 11月 28日 

第 4回  2月 17日 

第 5回  3月 16日 

 

＜会長＞学力調査はもう行われたのか。 

 

＜南小教頭＞昨日、今日で県の学力調査を行った。 

 

＜会長＞ 

その他に議案があれば、事前に連絡してださい。 

これで第 1回の学校運営協議会を終わりにします。ありがとうございました。 


